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天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
二
十

七
日
か
ら
三
日
間
の
日
程
で
沖

縄
県
地
方
事
情
ご
視
察
に
入
ら

れ
た
。
両
陛
下
の
沖
縄
訪
問
は

四
年
ぶ
り
、
皇
太
子
同
妃
時
代

を
含
め
十
一
回
目
と
な
る
。
宮

内
庁
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
戦

没
者
の
慰
霊
を
重
ね
、
沖
縄
の

歴
史
や
文
化
に
関
心
を
寄
せ
続

け
て
き
た
陛
下
の
意
向
で
、
今

回
の
訪
問
が
決
ま
っ
た
と
い

う
。
来
年
四
月
末
に
天
皇
陛
下

の
御
譲
位
が
決
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
沖
縄
行
幸
啓
は
、
今

回
が
最
後
と
み
ら
れ
て
い
る
。

二
十
七
日
、
皇
居
御
発
、
東

京
国
際
空
港
か
ら
特
別
機
で
那

覇
空
港
へ
と
入
ら
れ
沖
縄
県
入

り
さ
れ
た
。
同
日
午
後
、
糸
満

市
の
沖
縄
平
和
祈
念
堂
で
拝

礼
。
国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
で

供
花
さ
れ
た
。

二
十
八
日
、
那
覇
空
港
を
特

別
機
で
御
発
、
日
本
の
最
西
端

に
位
置
す
る
与
那
国
島
を
初
め

て
訪
れ
た
。
天
皇
陛
下
は
か
ね

て
、
遠
隔
地
や
離
島
で
の
生
活

に
は
不
便
が
あ
る
だ
ろ
う
と
気

に
掛
け
、
現
地
で
住
民
と
直
接

向
き
合
う
こ
と
を
願
っ
て
き

た
。
与
那
国
島
で
は
、
日
本

最
西
端
に
あ
る
久
部
小
学
校

で
伝
統
芸
能
棒
踊
り
を
鑑
賞

さ
れ
た
り
、
漁
師
の
多
い
町

で
日
本
最
西
端
の
与
那
国
漁

業
協
同
組
合
を
訪
れ
、
カ
ジ

キ
の
水
揚
げ
を
見
学
さ
れ
た

り
、
日
本
最
西
端
の
岬
で
、

日
本
最
西
端
の
碑
か
ら
天
候

条
件
の
良
い
日
に
は
隣
国
台

湾
が
望
め
る
と
い
う
西
崎
な

ど
を
訪
問
さ
れ
た
。

最
終
日
の
二
十
九
日
は
、

沖
縄
本
島
の
豊
見
城
市
で
空

手
発
祥
の
地
・
沖
縄
と
さ
れ
る

沖
縄
空
手
会
館
を
訪
問
さ
れ

た
。
同
日
午
後
、
那
覇
空
港
御

発
、
特
別
機
で
東
京
国
際
空
港

へ
と
降
り
立
ち
、
皇
居
へ
と
帰

京
さ
れ
た
。

『
沖
縄
県
広
報
課
よ
り
』

沖
縄
平
和
祈
念
堂
は
、
あ
の

悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
人
種
や
国

家
、
思
想
や
宗
教
の
す
べ
て

を
超
越
し
た
「
世
界
平
和
の

メ
ッ
カ
」
を
具
現
す
る
こ
と

を
願
い
、
財
団
法
人
沖
縄
平

和
公
園
建
設
協
会
に
よ
っ

て
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
に

建
設
さ
れ
た
。

国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
は
、

先
の
大
戦
中
、
沖
縄
の
戦
闘

で
亡
く
な
ら
れ
、
そ
の
後
収

集
さ
れ
た
遺
骨
を
納
め
る
国

立
の
墓
苑
。

沖
縄
平
和
祈
念
堂

国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑

沖
縄
空
手
会
館
は
、
沖
縄
伝

統
空
手
・
古
武
道
を
独
自
の
伝

統
文
化
と
し
て
保
存
・
継
承
・

発
展
さ
せ
「
空
手
発
祥
の
地
・

沖
縄
」
を
国
内
外
に
発
信
す
る

た
め
の
拠
点
と
し
て
平
成
二
十

九
年
三
月
に
整
備
し
た
施
設
。

沖

縄

空

手

会

館

天皇、皇后両陛下は28日、与那国空港に到着され、集まった

人たちに手を振られる。

与
那
国
町
漁
業
は
、
日
本
最

西
端
の
漁
業
協
同
組
合
。
本
漁

協
で
は
、
黒
潮
の
恩
恵
を
受
け

た
漁
場
か
ら
、
年
間
一
〇
〇
〇

本
を
超
す
カ
ジ
キ
を
中
心
と
し

た
多
く
の
回
遊
魚
が
水
揚
げ
さ

れ
、
近
海
で
の
カ
ジ
キ
の
漁
獲

高
は
日
本
一
と
な
っ
て
い
る
。

与
那
国
町
漁
業
共
同
組
合



沖縄の歴史に向き合い文化に触れる
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陛
下
が
皇
太
子
の
時
に

初
め
て
訪
れ
た
一
九
七
五

年
七
月
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔

で
、
過
激
派
か
ら
火
炎
瓶

を
投
げ
ら
れ
る
事
件
が
あ

っ
た
。
そ
の
夜
、
談

話
が
発
表
さ
れ
た
。

「
（
沖
縄
戦
で
）
払

わ
れ
た
多
く
の
尊
い

犠
牲
は
、
一
時
の
行

為
や
言
葉
に
よ
っ
て

あ
が
な
え
る
も
の
で

は
な
く
、
人
び
と
が

長
い
年
月
を
か
け

て
、
こ
れ
を
記
憶

し
、
一
人
ひ
と
り
、

深
い
内
省
の
う
ち
に

あ
っ
て
、
こ
の
地
に

心
を
寄
せ
続
け
て
い

く
こ
と
を
お
い
て
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
」
。

そ
れ
か
ら
四
十
三
年
。

退
位
を
控
え
た
両
陛
下
を

多
く
の
県
民
が
温
か
く
出

迎
え
た
。

28日、天皇皇后両陛下は日本最西端の与那国島を初めて訪問さ

れ、集まった人たちに手を振られた。

天皇皇后両陛下は27日、糸満市の沖縄平和祈念堂で拝礼、国立沖

縄墓苑も訪れ供花した。

天皇皇后両陛下は28日、日本最西端の与那国漁港共同組合を訪問さ

れ、水揚げされた巨大カジキを御覧になられた。
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